
 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 上伊那教育会 

総研修会連絡会 
期日：令和４年４月２８日（木） 会場：上伊那教育会館講堂 

１ 開会 

２ 上伊那教育会の歌「仰望」 （ＤＶＤ視聴） 

３ 会長挨拶 

４ 信濃教育会挨拶  

５ 協議 

(1) 総研修会全体計画について 

(2) 教科等教育研究会総会等について 

６ 諸連絡 

(1) 総研修会について 

(2) 教科等教育研究会について 

(3) 上伊那教育会総研修会等の反省について 

(4) 県内教育関係機関研修について 

(5)新入会員歓迎研修会について 

７ 閉会の言葉 

浦山哲雄 会長挨拶 

代議員のみなさん、こんにちは。 
本日の代議員会は、５月１８日に行われる上

伊那教育会総研修会「仰望の日」の連絡会とし
て位置付けられているものです。 
その「仰望の日」ですが、一昨年度は中止、

昨年度はオンライン開催ということで、本年度
は会員が一堂に会し、上伊那中の会員が一体感
をもって学ぶ、そんな一日にしたいと考え、な
んとか参集しての「仰望の日」にしようと準備
をしてまいりました。しかし、昨今の新型コロ
ナウイルス感染症の状況を踏まえ、先日２５日
に本年度もオンライン開催の決断をさせてい
ただきました。本年度もオンライン開催となり
ましたが、ここで「仰望の日」の意義を確認し
ておきたいと思います。 
総研修会「仰望の日」は平日開催です。これ

は、他郡市の教育会ではないことです。平日丸
一日使う研修のあり方は、まさに上伊那の特色
であり、先達が築いてきたものです。午前の総
研修会では会員発表と講演。午後は各教科等教
育研究会による専門的な研修。この一日が、 
１，１００名を超える会員の大切な研修の場で
あるということです。全会員の研修の場とし
て、この日を休日にして研修を行うことを、地
域に認めていただいている、つまりそれは、子
どもたちの成長につながる私たちの研修が『公
益』としての事業であることを認めていただい
ているということに外なりません。そのことを
改めて互いに確認し合いたいと思います。研究
と修養は我々の責務であります。先生方がこの
一日の意味をしっかり考えて、研修に主体的に
参加できるように代議員の先生方には積極的
に働きかけていただきたいと思います。 
本日の代議員会は、オンラインで行う総研修

会のリハーサルも兼ねております。当日になっ
て不具合が生じて視聴できないことがないよ
うに、各校万全の準備をよろしくお願いしま
す。 
「仰望の日」が、みんなで協力して、学び合

うよい研修の一日になることを期待して、挨拶
といたします。よろしくお願いします。 

総研修会「仰望の日」のオンライン開催決

定を受け、本連絡会を当日のリハーサルを兼

ねたオンライン配信確認の機会としました。 

各校で参加していただきました代議員の

皆様、ご協力ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は、信濃教育会事務局次長の塩野入幸隆様に、オンラインでご参加いただき、信

濃教育会の諸事業等につきましてご説明いただきました。信濃教育会のモットーである

「人から人へ」を上伊那教育会としても大事にし、「共に集い 共に学び続ける（上伊那

教育会の本年度のテーマ）」教師の輪を広げてまいりたいと思っております。 

さて、来る５月１８日に行われる総研修会「仰望の日」は、全会員が一堂に会して研修

を積む、私たち上伊那教育会にとって伝統ある大事な行事です。午後には、それぞれの

教科等教育研究会主催による研修の場も準備されております。 

本年度は「全会員が同じ場所に集い、共に学び合うこと」を願い、準備を進めてまいり

ましたが、現在の新型コロナウイルスの感染状況から判断し、オンライン開催とさせて

いただきました。各校でオンライン開催に向け会場等の準備を進めていただき、スムー

ズな運営となりますようご協力をお願いいたします。 

総研修会「仰望の日」と教科等教育研究会総会が、オンラインではありますが平日一

日開催できるのは、３年ぶりのこととなります。これら研修の公益性が認められての平

日一日開催であることの意義を認識し、会員一人一人が、本年度のテーマ「共に集い 共

に学び続ける」、そんな気持ちを大切にしながら自ら求めて参加する研修となりますよう

願っております。代議員の先生方からの呼びかけ、働きかけをお願いいたします。 

以上で、総研修会連絡会を閉じます。ありがとうございました。 

原 浩範副会長 閉会の言葉 

塩野入幸隆 信教事務局次長 挨拶（概要） 

〇昨年度、講師や初任の先生を対象にした教師塾 A・Bを、優れた教育実践をされている

先生の極意を伝える極意伝承道場を開いた。また、情報交換を意図したアフタヌ－ン

セミナー、日本トップクラスの講師の講話と意見交換を行う公開講座も開いた。こう

した講座については、講座を増やしたり、回数を増やしたり、再設定していく。 

〇6月 23 日に「いなっせ」で、北澤喜宏先生の講演会を開催する。ご参加いただきたい。 

〇研究調査委員会は、昨年度公募制を取り入れた。公募制の委員会の活動については事

業概要の研究調査の欄にあるのでご確認いただきたい。 

〇全県研究大会は、立候補制を取り入れたところ、上伊那では個人型で辰野西小学校、

伊那小学校、学校型で富県小学校が申し込んだ。この３校に足を運んで欲しい。 

〇短期視察補助事業は、研修の期間を 5日以内とし、今年度は 1日からでも対象にする。 

〇信濃教育会は皆さんの会費で運営されている。皆さんの教育に対する思いや学びたい

意欲をもとに、現場に対応することや今日的な課題等に応えられるように、様々なセ

ミナーや講習・講座等を運営し、より多くの皆さんに還元していきたい。 


